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冨樫 法男
◆代表者・所在地
冨樫 法男 福島県田村市

◆経営規模
畜産（繁殖）17頭、WCS用稲約3ha、牧草約4.5ha

◆従業員数
家族労働２名

◆事業内容
繁殖牛の畜産経営を主体に、WCS稲や牧草の自給飼料生産
に取り組む。

経営継承により地域の新たな担い手へ

冨樫喜重郎氏（写真左）と経営を継承した冨樫法男氏（写真右）

父である冨樫喜重郎氏が農業経営を行う地域は中山

間地帯であり、また、原発事故の影響により担い手の減

少・高齢化が進んでいる。

喜重郎氏は繁殖牛を主体とした経営を行うとともに、飼

料作物生産を行う営農集団の代表を務め、地域の重要

な担い手となっている。

息子の法男氏が喜重郎氏の経営を継承して就農し、経

営規模を拡大していくことを考え、地元の普及指導セン

ターを経由し、農業経営・就農支援センターへ相談した。

■支援チームによる支援計画の策定
相談対応による現状把握及び課題整理を行った上で、

活用できる補助事業や資金、就農時期や継承方法の助

言を行った。

税理士の派遣により、継承に伴う資産の移行方法や手

続きの助言を実施し、円滑な経営継承及び経営開始に

向けた支援チームを編成し、支援計画等を策定した。

支援チーム構成員：

税理士、市職員、県農業振興公社職員、普及指導員、

農業経営・就農支援センター専属スタッフ

喜重郎氏から法男氏への経営継承にあたり、資産評価

手法や税制対策を踏まえた継承方法についてアドバイス

がほしい。

また、継承によって新規就農となるため、認定農業者や

認定新規就農者の制度、活用可能な補助事業・資金な

どについてもアドバイスがほしい。

■専門家派遣を通じた助言の実施

支援計画に基づき、支援チーム員が連携しながら相談

者との意見交換、疑問点・課題の整理を行い、その後、税

理士の派遣を実施するとともに、市町村・普及指導セン

ターと共に経営継承に向けた支援を行った。

・経営継承への助言（税理士、農業経営・就
農支援センター専属スタッフ）
経営継承に向けた意見交換・聞き取りを行い、税理士よ

り経営継承に伴う各種手続きや留意点、資産移行方法

や評価方法、既存の営農組織と個人経営のすみ分け方

を明確にするための助言を行った。

派遣後に継承方法を検討する中での疑問点等について、

税理士に確認しながら助言を行った。

・営農計画の策定支援（市職員、県農業振興

公社職員、普及指導員）
増頭や経営改善などを含めた青年等就農計画の作成

支援、新規就農及び畜舎増頭に係る補助事業の活用

支援、農地等手続きについて説明や助言を行った。

支援開始から経営開始までの流れ

経営継承・相続

経営概要
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組織概要

■支援を受けて・・・
意見交換を通じて、経営継承に向けた疑問点や進め方

の理解が深まり、親から子へ円滑に経営継承し就農でき

た。また、青年等就農計画認定支援や各種補助事業や

制度の提案・助言により、安定した農業経営が確立でき

る計画づくり、経営開始につながった。

喜びの声

どのように継承すればよいか全くわからない中、税理士

やセンターの助言で継承の道筋や疑問点がはっきりし、

円滑に経営継承し就農することができました。

相談者は、地域の中心的な担い手である父の経営を引

き継ぎ、新たに就農するため、家族内での話し合いや地域

内農家に情報収集するなど主体的に取り組んでいました。

田村市は原発事故の影響を受けた地域で、担い手の高

齢化や減少などの課題がありますが、相談者が農業経営

を引き継いだことで地域の大きな力となりました。

5年間の営農計画を定め、目指す農業の姿を明確にで

きたことで今後も地域の新たな担い手として活躍が期待で

きます。

専属スタッフ所感

就農後の作業の様子

■今後の展開
父の技術指導を受けながら経営主として経営を確立し、

増頭や経費及び飼養管理技術の見直しなど経営改善を

踏まえながら、地域の担い手として経営確立を目指す。

また、今後は家族経営協定の締結やBCP（事業継続

計画）の作成を行うとともに、経営発展支援事業を活用

して畜舎を増設し、更なる経営発展を目指す。

＜支援機関＞福島県農業経営・就農支援センター

支援を受けた後の経営状況４

■相談窓口
【経営・就農相談】
住 所：福島県福島市中町８番２号
住 所：福島県自治会館1階

電話番号：０２４－５２１－８６７６

メ ー ル ：syunou-keiei@start-fukuagri.jp

受付時間：月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）
受付時間：８：30～17：15

農業経営の法人化や経営継承、経営改善など、農業者の多様な経営課題の解決に向けた支援を行う常設の相談窓口

であり、18名の常駐スタッフに加え、税理士、中小企業診断士、社会保険労務士など30名を超える専門家を登録し、相談

内容に沿った専門家を派遣しています。

福島県自治会館
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